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★異状がありましたら直ちに家畜保健衛生所へご連絡ください 
 

 
中 央 家 畜 保 健 衛 生 所〒501-1112 岐阜市柳戸1-1  

ＴＥＬ：058-201-0530 ＦＡＸ:058-201-0531 
（平日時間外・休日の緊急連絡先：090-7024-5269 ）  

Ｅ－ｍａｉｌ：c24502@pref.gifu.lg.jp 

 

国内への侵入防止に備え飼養衛生管理基準遵守の再徹底をお
願いします。 
 

①畜産関係者等の海外への渡航の自粛 

 可能な限り伝染性疾病発生地域への渡航しないでください。 

②衛生管理区域への病原体の持込み防止と消毒 

 海外から入国、帰国した者を衛生管理区域に立ち入らせないでください。 

 海外で使用した衣服や靴を衛生管理区域に持ち込まないでください。 

③野生動物等からの病原体の侵入防止 

 畜舎の給餌・給水設備、飼料の保管場所に野生動物、野鳥の排泄物が混入しない

ように対策をしてください。 

④早期発見と早期届出 

 毎日の健康観察を実施してください。 

 異常があれば直ちに家畜保健衛生所へ連絡してください。 

⑤生肉を含む飼料を与えない 

 生肉を含む可能性がある飼料を給与する場合は加熱処理（摂氏70℃以上で30分

以上または摂氏80℃以上で3分以上）を適切に行われた飼料を給与してください。 

家畜衛生情報 

 本年8月に中国においてアジア初のアフリカ豚コレラの発生が確認され、その後
も発生が継続しています。口蹄疫については平成22年の事例以降確認されてい
ませんが、近隣諸国においては本年も散発的に発生が確認されています。 
 このような中、年末年始及び春節（中国では平成31年2月5日）を迎えるに当たり、

アジア地域における人・物の移動が盛んになることから、病原体の侵入リスクが
高くなるため、注意が必要です。 


